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対
象 

学年／教科 ５年生 算数・総合 

単元・題材 
（算数）円と正多角形 
（総合）目標をもって課題の解決に向けた探究活動 

時期／時数 ３学期 ５時間（本時４/５） 

単
元
指
導 

単元・題材 
の 目 標 

・（算数）正多角形について調べて分かった図形の性質を使って、
いろいろな正多角形を作図することができる 

・（総合）図形に合ったキャラクターの移動をプログラムすること
ができる 

目 指 す 
児童の姿  

・円形の紙から正多角形をつくり、１つの角の大きさや、円の中
心の周りが何等分されているかを調べることができる 

・調べたことを活かして、正多角形を描くことができる 

単 元 計 画  

（第１・２時）「本単元学習のめあてを知り、見通しをもつ」 
・分度器やコンパスを用いて正多角形を描く方法を理解する 
・NHK 番組「Why!?プログラミング」の「No11.奇跡のチョウを直
せ」を３分 50 秒まで視聴する 

・Scratch2.0 を用いて、正六角形を描き、外角の大きさ（60 ﾟ）
だけ回しながら描くとよいことに気付く 

（第３時）「いろいろな多角形を知り、描いてみよう」 
・内角と外角の違いを考え、角数から外角を求める 
・辺の長さと図形の中心を調整し、描画する 
（第４・５時）「多角形を使い図形を描こう」 
・角が３～６までの正多角形をスクラッチで描く 
・正七角形をスクラッチで描く、多角形の組み合わせで描画する 
・回転の角度を変えて図形を描こう（円の特徴を知る） 

本
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
活
動
指
導
内
容 

活動内容 
・プログラミングで正多角形を描く過程や法則を考え、いろいろ
な正多角形を描く 

プログラミン
グ的思考要素 

順次・反復、アルゴリズム・パターン化 

デバイス・ソフ

ト・授業場所 
児童用ＰＣ、Scratch2.0、ＰＣ室 

教科のねらい
につながるた
めの指導のポ
イント・留意 
点 

・（360÷a）°回すと多種の正多角形が正確に描けることに気付く 
・aの値を 360 にすると、円に近い図形が描けることに気付く 
・分度器では描きづらい正七角形などが書けることに気付く 
・多角形を描くためのスクリプトの、ｂ度回すとａ回繰り返すの
ａやｂの部分が抜けたワークシートを使い、正多角形が１つ描
ける毎にａやｂに数値を記録しｂ=（360÷ａ）になっているこ
とに気付く 

プログラミン
グ操作上の留
意点 

・ワークシートに、利用するコマンドブロックの名称と機能を一
覧にして簡単に紹介して記載しておく 

・アナログで正多角形を描く段階で正七角形を正確に描くのは難
しいことを体験させておいて本時を迎えると、プログラミング
の便利さを実感させることができる 

・前時に「Why!?プログラミング」を視聴する際、すべて見てしま
うと児童が考える機会がなくなってしまうので、途中（外角の
大きさだけ回す内容が３分 50 秒頃出てくる）まででとめてお
き、本時の学習活動の後、最後まで見せるとよい 



本時の活動内容・教師の支援等 

支援のポイントとなる操作画面 活動内容・教師の支援等 
１ 前時の振り返り（正六角形を描く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ いろいろな正多角形を描く 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０ 前時に描いた正六角形を紹介すること
で、本時にいろいろな正多角形を扱うこ
とを意識付けることができる。 

１ 前時の既習内容を振り返り、角の数と
角度の算出の仕方を確認する。 

・前時の学習から本時の学習課題「図形の
重なりで、自分だけの美しい図形を作ろ
う」を確認する。自分の計画をワークシ
ートに記載して、学習の見通しをもつ。 

２ 六角形を描いたときに学習したこと
を活かして他の正多角形を描く。（算数） 

・正五角形 ・正方形 ・正七角形 
・正八角形 ・正二十角形 
・何度回せばよいか考えるきっかけとして
試行錯誤をし、描画パターンを考える。 

・キャラクター移動の「100 歩」や「72 度」
を変え、作りたい図形に合った動作を考
える。（総合） 

・ワークシートに、描いた多角形スクリプ
トを記録する。 

３ 描いた多角形を実行させたり、気付い
たことを発表し合ったりする。 

・保存したことを確認して Scratch2.0 を終
了してから電子黒板前に集合する。 

・児童には、このスクリプトにした意図を
話してから、電子黒板を操作し自分のプ
ログラムを実行して発表させる。 

・（360÷a）°回すと、正多角形が描ける。 
・ａの値を 360 にすると、円に限りなく近
い多角形を描くことができる。 

・教師は机間指導し、繰り返す回数と角度
の計算ができていない児童の支援と、で
きた児童への課題提供をする。 

４ 話し合って分かったことを実際に確
かめたり試したりし、正多角形をワーク
シートに記録する。 

児童の操作・成果物 

【星形の描画】【三角形を使った図形】【五角形を使った図形】【角度を調整した円の描画】 
 
 
 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

正六角形の 1つの角の
大きさは 120 度だが、
ここは、120 ではなく外
角の大きさ 60 を入れる
と正六角形が描ける。 

正多角形の角の数だけ
繰り返す。 

イベントの命令ブロックをいろいろに変え
ることにより、1つのファイルにたくさんの
正多角形が描ける。 

5×72 も 
8×45 も 
360 になる。 
すなわち、
360 ÷ 角 の
数＝外角の
大きさとな
る。 

児童が 360÷角の数＝
外角の大きさであるこ
とに気付いたら、この
ブロックを紹介すると
よい。正七角形は、こ
のスクリプトで描く体
験をさせ、プログラミ
ングで描くよさを実感
させたい。 

360÷角の数が
外角の大きさ
であることか
ら、円の描き
方に気付くこ
とができた。 

正三角形を描い
た後に、30 度
回すブロックを
入れることで、
重なりの美しい
描画ができた。 



 


